
富
津
市
内
に
は
、
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
こっ
そ
り
独
り
占
め
せ
ず
、
歓
び
を
分
け
て
下

さ
い
。
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
上
記
編
集
先
ま
で
）
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竹岡小学校の「桜のトンネル」が今年も見事に満開となりました。４月７日には入学式が行われ、新１年生８人（男子４
人・女子４人）が、真新しいランドセルを背負い元気よく桜のトンネルの下をくぐり初登校しました。
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平
成
　
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

２９

ま
ち
づ
く
り
の
こ
と

公
共
交
通
の
こ
と

教
育
の
こ
と

　
高
橋
新
市
長
に
よ
る
、
平
成
　
年
度

２９

予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
予
算

審
査
特
別
委
員
会
で
は
８
名
の
議
員

（
委
員
長
・
永
井
庄
一
郎
、
副
委
員
長
・

三
木
千
明
、
委
員
・
岩
本
朗
、
松
原
和

江
、
平
野
英
男
、
高
木
一
彦
、
諸
岡
賛

陛
、
猪
瀬
浩
）
で
審
査
に
あ
た
り
ま
し

た
。
歳
入
・
歳
出
は
分
割
し
て
審
議
し
、

最
後
に
総
体
的
な
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
　
一
般
会
計
と
３
つ
の
特
別
会
計
、
２

つ
の
企
業
会
計
の
予
算
案
に
つ
い
て
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
中
で
質
問
の
あ
っ
た
項
目
、
平

成
　
年
度
に
新
た
に
組
ま
れ
た
事
業
の

２９
主
な
も
の
を
こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
。

◆
総
合
計
画
策
定
事
業
 

 

２
２
万
円

　
総
合
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

作
成
手
法
、
体
系
、
内
容
な
ど
も
含
め

年
度
内
に
検
討
を
進
め
、
計
画
書
を
印

刷
す
る
予
算
を
計
上
し
た
。 

◆
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
 

 

６
０
万
円

　
市
民
活
動
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

の
相
談
窓
口
と
な
る
「
市
民
活
動
推
進

室
」
を
新
た
に
設
置
し
、
こ
れ
か
ら
活

動
を
始
め
た
い
人
と
既
に
活
動
し
て
い

る
人
と
を
結
び
つ
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
機
能
を
担
い
、
さ
ら
に
、
各
市
民
活

動
団
体
、
地
域
の
自
治
会
・
企
業
と
の

つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
活
発
な
情
報
交
換

や
活
動
の
連
携
を
促
し
、
市
民
活
動
の

活
性
化
を
目
指
す
。

◆
地
籍
調
査
事
業
 
４
８
２
万
円

　
土
地
に
関
わ
る
住
民
負
担
の
軽
減

や
、
境
界
紛
争
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
、
加
え
て
公
共
事
業
の
円
滑
な

推
進
や
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
た
め
の
地

籍
調
査
事
業
の
実
施
に
向
け
た
計
画
の

策
定
を
行
う
。

◆
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
整
備
事
業
 
　

 

３
億
９
５
３
８
万
円

　
平
成
　
年
度
中
の
共
用
に
向
け
、
引

３０

き
続
き
整
備
工
事
を
行
う
。
ま
た
バ
ス

ス
ト
ッ
プ
整
備
事
業
と
併
せ
て
市
道
浅

間
山
線
の
整
備
工
事
も
行
う
。

◆
J
R
利
便
性
維
持
・
向
上
事
業
 

 

４
５
１
万
円

　
J
R
が
青
堀
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
（
エ

レ
ベ
ー
タ
、
障
害
者
用
ト
イ
レ
等
）
に
対

応
す
る
た
め
の
概
略
設
計
調
査
を
す
る

補
助
金
支
出
。（
平
成
　
年
度
設
計
調

２９

査
／
平
成
　
年
度
以
降
工
事
予
定
）

３０

◆
公
共
交
通
計
画
策
定
事
業
 

 

１
５
８
５
万
円

　
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
を
形 バリアフリー化が予定される青堀駅

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
移
動
手

段
を
確
保
し
、
生
活
利
便
性
の
維
持
・

向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
及
び
再
生
を
推
進
す
る
富
津
市

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
平
成
　２９

年
度
内
に
策
定
予
定
。

◆
学
校
バ
ス
運
営
事
業
 

 

１
７
５
０
万
円

　
環
小
学
校
、
天
羽
東
中
学
校
へ
通
学

す
る
児
童
・
生
徒
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
老
朽
化
に
よ

り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
３
台
の
う
ち
１
台
を

買
い
替
え
る
。

◆
通
学
費
補
助
金
 　
　
　
　
　

（
小
学
校
児
童
 
１
６
５
万
円
／

 中
学
校
生
徒
 
２
５
５
万
円
）

　
富
津
小
学
校
、
佐
貫
小
学
校
、
竹
岡

小
学
校
、
天
羽
中
学
校
に
通
う
遠
距
離

通
学
該
当
地
区
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
通
学
費
補
助

金
を
交
付
す
る
。

◆
天
羽
中
学
校
校
舎
改
築
事
業
 

 

５
９
４
０
万
円

　
天
羽
中
学
校
校
舎
の
老
朽
化
に
伴

い
、
建
て
直
し
を
図
る
た
め
の
設
計
調

査
を
行
う
。（
平
成
　
年
度
設
計
調
査

２９

／
平
成
　
年
度
以
降
工
事
予
定
）

３０
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福
祉
の
こ
と

産
業
振
興
の
こ
と

老朽化が激しい天羽中学校

◆
結
婚
相
談
事
業
 

４
３
万
円

　
出
会
い
を
提
供
す
る
た
め
、
結
婚
相

談
等
を
実
施
す
る
。

◆
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
 

 

２
５
０
万
円

　
不
妊
に
悩
む
方
を
支
援
す
る
た
め
、

特
定
不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
。

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
 

 

２
３
万
円

　
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
を
介
し

て
心
ふ
れ
あ
う
ひ
と
と
き
を
持
つ
き
っ

か
け
作
り
の
た
め
、
４
か
月
児
健
診
の

機
会
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

◆
健
康
増
進
・
予
防
事
業
費
 　
　

（
成
人
歯
科
健
診
 

１
２
６
万
円
／

 が
ん
検
診
 

２
７
７
２
万
円
／

 後
期
高
齢
者
健
診
 ３
１
５
５
万
円
／

 食
生
活
指
導
 

３
２
万
円
）

　
生
涯
を
通
じ
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
か
ら
だ
も
心
も
元
気

で
、
い
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
健
康

長
寿
を
目
指
す
た
め
の
支
援
。

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
 

３
０
０
万
円

　
高
齢
者
に
就
業
機
会
を
提
供
し
、
生

き
が
い
の
充
実
及
び
社
会
参
加
の
促
進

を
図
る
富
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
運
営
費
を
補
助
。 

◆
被
保
護
者
就
労
支
援
事
業
委
託

料
 

３
９
９
万
円

　
生
活
保
護
受
給
開
始
後
、
自
立
が
見 一般社団法人富津市シルバー人材センター

◆
ふ
る
さ
と
ふ
っ
つ
応
援
寄
附
関

係
費
 

歳
入
目
標
 ５
億
円

　
富
津
市
の
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
た
め
に
、
返
礼
品
の
充
実
・
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
生
産
者
の
想
い

等
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
地

場
産
業
の
活
性
化
を
図
る
。

◆
中
小
企
業
資
金
融
資
対
策
事
業
 

 

７
９
７
３
万
円

　
金
融
機
関
の
行
う
運
転
資
金
や
設
備

資
金
の
貸
付
融
資
、
こ
れ
に
伴
う
利
子

補
給
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
市
内
で

の
新
た
な
創
業
を
支
援
す
る
た
め
、
運

転
資
金
や
設
備
資
金
の
貸
付
融
資
制
度

及
び
利
子
補
給
制
度
を
創
設
。

◆
農
業
振
興
費
　
　
　
　
　
　
　
 

（
農
地
中
間
管
理
 
１
２
９
万
円
／

 青
年
就
農
給
付
金
 ９
０
０
万
円
）

　
農
地
利
用
の
集
積
、
集
約
化
を
推
進

し
、
農
業
経
営
に
意
欲
の
あ
る
認
定
農

業
者
や
青
年
新
規
就
農
者
等
、
多
様
な

担
い
手
の
育
成
、
支
援
を
図
る
。 

◆
第
３
子
以
降
保
育
料
完
全
無
料
化
 

（
保
育
所
児
 

２
０
９
８
万
円
／

 幼
稚
園
児
 

５
８
８
万
円
／

 認
定
子
ど
も
園
児
 １
４
２
万
円
）

　
保
護
者
の
所
得
や
上
の
子
の
年
齢
に

関
わ
ら
ず
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
を

無
料
化
、
ま
た
幼
稚
園
児
の
補
助
対
象

を
拡
大
。

◆
子
育
て
応
援
き
ず
な
事
業
 

 

２
９
８
万
円

　
子
育
て
に
関
わ
る
人
の
不
安
の
軽
減

や
、
孤
立
感
の
解
消
を
目
指
し
て
「
子

育
て
の
話
何
で
も
聴
き
ま
す
窓
口
」
を

設
置
。

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業（
地

域
子
育
て
支
援
拠
点
・
一
時
保

育
促
進
・
延
長
保
育
・
病
後
児
保

育
・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
） 

７
２
６
４
万
円

　
乳
幼
児
期
の
総
合
的
な
保
育
の
提
供

や
、
地
域
で
の
子
育
て
支
援
を
拡
充
。 

込
ま
れ
る
者
を
対
象
と
し
て
、
集
中
的

な
就
労
支
援
を
実
施
。
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▼各会計予算額
対前年増減率増　減　額平成２８年度平成２９年度会　　　計　　　名

0.5％9,000万円167億2,000万円168億1,000万円一　 　 般　 　 会　 　 計
▲0.4％▲3,000万円75億500万円74億7,500万円国民健康保険事業特別会計

特
別
会
計

3.6％1,900万円5億3,200万円5億5,100万円後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
3.4％1億6,200万円47億5,200万円49億1,400万円介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
1.2％1億5,100万円127億8,900万円129億4,000万円小　　　　　計
3.9％9,100万円23億5,000万円24億4,100万円水　 道　 事　 業　 会　 計
2.8％8万円282万円290万円温 泉 供 給 事 業 特 別 会 計
1.0％3億3,208万円318億6,182万円321億9,390万円合　　　　　　計

◆
農
作
物
被
害
対
策
事
業
 

 

６
３
８
３
万
円

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
産
物
へ
の
被

害
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
地

域
ぐ
る
み
で
の
被
害
防
止
対
策
を
推
進

し
、
農
林
業
所
得
の
確
保
を
図
る
。

◆
漁
港
建
設
費
 

 

９
２
８
９
万
１
千
円

　
水
産
物
の
供
給
基
地
で
あ
る
漁
港
の

整
備
を
行
い
、
安
全
で
使
い
や
す
い
漁

港
を
目
指
す
。

市内の漁港の様子

公
共
施
設
の
こ
と

市民ふれあい公園テニスコート

【
平
成
　
年
度
一
般
会
計
予
算
】

２９

（
反
対
討
論
）

　
予
算
組
み
に
対
し
て
総
論
は
賛
成
だ

が
、
２
つ
の
事
業
の
進
め
方
に
対
し
て

反
対
で
あ
る
。
１
つ
は
天
羽
中
学
校
校

舎
改
築
事
業
に
つ
い
て
、
も
う
１
つ
は

仮
称
・
木
更
津
市
火
葬
場
整
備
運
営
事

業
に
つ
い
て
。
ど
ち
ら
も
市
民
に
あ
る

程
度
の
説
明
・
理
解
を
得
る
前
に
、
当

初
予
算
の
確
保
を
し
、
ま
た
今
後
補
正

予
算
が
上
が
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
状
態
で
、
事
業
を
進
め
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
大
き
な
事
業
な
の
で
、
丁
寧

な
進
め
方
を
希
望
す
る
。

（
賛
成
討
論
）

　
歳
入
歳
出
と
も
１
６
８
億
１
千
万
円

と
な
り
、
前
年
度
よ
り
９
千
万
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
財
政
調
整
基
金

積
立
金
１
億
６
６
９
０
万
円
、
公
共
施

設
維
持
管
理
基
金
積
立
金
１
億
１
万
７

千
円
を
含
み
、
歳
出
を
抑
え
た
中
、
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援
、
公
共
施
設
の
長

寿
命
化
、
公
共
交
通
網
の
整
備
等
、
富

津
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
、
富
津
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

着
実
な
推
進
と
と
も
に
、
将
来
を
見
据

え
た
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
や
、
市
の

特
色
や
強
み
を
生
か
し
た
政
策
の
充
実

を
図
る
予
算
編
成
と
な
っ
て
お
り
、
施

政
方
針
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
予
算
と

な
っ
て
い
る
。
力
強
く
進
め
て
ほ
し
い

の
で
賛
成
す
る
と
の
討
論
が
な
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

た
め
の
設
計
調
査
を
行
う
。（
平
成
　２９

年
度
設
計
調
査
／
平
成
　
年
度
以
降
解

３０

体
予
定
）

◆
富
津
公
民
館
管
理
運
営
費
 

 

９
５
８
５
万
円

　
富
津
公
民
館
の
空
調
設
備
等
の
改
修

工
事
を
行
う
。

◆
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業
 

 

１
億
３
１
７
３
万
円

　
市
民
ふ
れ
あ
い
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
面
を
人
工
芝
生
コ
ー
ト
に
改
修
す

１０る
。（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
が

活
用
出
来
な
い
場
合
、
翌
年
度
以
降
に

延
期
）

◆
旧
市
役
所
第
２
庁
舎
解
体
設
計

業
務
委
託
料
 

４
５
０
万
円

　
旧
市
役
所
第
２
庁
舎
の
解
体
を
図
る
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3 月◆
条

例

　
3
条
例
と
も
全
員
の
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。 

▼
法
律
の
改
正
に
伴
い
制
定
・
改

正
さ
れ
た
条
例

（
内
容
）

①
農
業
委
員
を
現
行
の
　
人
か
ら
　
人

23

14

へ
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

対
象
区
域
を
　
区
域
か
ら
　
区
域
に

17

12

見
直
し
、
各
区
よ
り
1
名
を
選
出
。

ま
た
同
委
員
の
月
額
報
酬
を
2
万
8

千
円
と
す
る
。

②
『
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
』『
介

護
支
援
専
門
員
及
び
保
育
補
助
員
』

の
設
置
 及
び『
結
婚
相
談
員
の
報
酬

の
額
』
の
見
直
し
。

③
『
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を

設
置
す
る
た
め
の
検
討
委
員
会
』
の

設
置
。

　
平
成
　
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
　
日
か
ら
３
月
　
日
ま
で
の
　
日
間
で

２９

２４

２４

２９

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
　
件
、
陳
情
１
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た

２９

の
で
、
そ
の
主
な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

◆
陳

情

▼「
効
果
的
な
税
金
利
用
及
び
市
民

へ
の
説
明
と
情
報
公
開
の
上
、
火

葬
場
計
画
を
再
検
討
す
る
陳
情
」

①
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
の
進

行
や
、
そ
れ
に
伴
う
財
政
規
模
の
縮

小
な
ど
を
鑑
み
、
持
続
可
能
な
行
政

運
営
の
た
め
に
は
、
４
市
で
の
広
域

整
備
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
と
の
方

向
性
に
至
っ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
結

論
の
判
断
要
素
を
明
示
す
る
こ
と
。

②
今
後
　
年
間
、
新
火
葬
場
と
現
火
葬

25

場
の
そ
れ
ぞ
れ
を
利
用
し
た
際
の
負

担
費
用
を
要
素
別
に
市
民
に
明
示

し
、
経
済
的
な
合
理
性
に
つ
い
て
明

確
に
す
る
こ
と
。
な
お
、
現
火
葬
場

の
経
費
に
裁
量
的
経
費
を
含
め
な
い

こ
と
。

③
現
火
葬
場
を
利
用
し
な
い
こ
と
に
よ

る
、
機
会
損
失
を
明
示
す
る
こ
と
。

④
火
葬
場
が
市
内
に
な
く
な
る
こ
と
の

市
民
の
不
安
に
対
し
、
市
民
へ
の
説

明
の
方
法
を
見
直
し
、
住
民
説
明
会

の
開
催
と
、
紙
面
で
の
情
報
提
供
を

実
施
す
る
こ
と
で
十
分
な
周
知
を
図

り
、
賛
否
を
問
う
こ
と
。 

《
反
対
討
論
》

　
新
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
市
と
本
郷
区
と
の
間
で
何
度
も
協
議

を
重
ね
て
き
て
い
る
。
そ
の
経
過
の
中

で
、
本
郷
区
か
ら
覚
書
を
遵
守
し
て
い

た
だ
き
終
了
し
た
い
旨
の
総
意
が
示
さ

れ
、
文
書
に
て
市
に
４
回
も
提
出
さ
れ

て
い
る
。
市
は
、
本
郷
区
に
昭
和
　
年
３４

か
ら
平
成
　
年
ま
で
、　
年
間
火
葬
場

３０

５９

設
置
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
理

解
と
感
謝
の
気
持
ち
を
示
す
と
同
時

に
、
市
民
へ
の
責
任
義
務
を
果
た
す
た

め
に
、
広
域
で
合
理
的
運
営
を
す
べ

く
、
新
火
葬
場
建
設
を
選
択
し
、
子
ど

も
や
孫
の
時
代
ま
で
、
持
続
可
能
な
施

設
建
設
へ
の
英
断
に
至
っ
た
も
の
と
理

解
し
、
本
陳
情
に
つ
い
て
不
採
択
と
す

べ
き
。

《
賛
成
討
論
》

　
陳
情
書
の
文
面
に
つ
い
て
議
論
が
な

さ
れ
た
が
、
そ
の
趣
旨
を
議
員
が
理
解

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
陳
情
を

採
択
す
べ
き
だ
と
思
う
。
反
対
討
論
の

中
に
あ
っ
た
よ
う
な
計
画
に
つ
い
て
の

こ
と
が
、
議
員
に
は
わ
か
っ
て
い
て

も
、
市
民
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
の

で
、
そ
れ
を
説
明
し
て
ほ
し
い
と
い
う

陳
情
だ
と
受
け
止
め
た
の
で
、
採
択
す

べ
き
。
と
の
討
論
が
な
さ
れ
た
が
、
賛

成
少
数
に
よ
り
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

地域包括支援センター

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

（
内
容
）

①
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
特
別

職
が
引
き
続
き
経
営
改
革
の
姿
勢
を

示
す
べ
く
、
給
料
月
額
を
引
き
下

げ
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
役
職
加
算

を
し
な
い
な
ど
の
措
置
を
市
長
の
任

期
満
了
ま
で
継
続
す
る
た
め
の
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

　
全
員
の
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
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平
野
明
彦（
議
長
）

福
原
　
敏
夫

鈴
木
　
幹
雄

永
井
庄
一
郎

藤
川
　
正
美

石
井
　
志
郎

岩
本
　
　
朗

松
原
　
和
江

渡
辺
　
　
務

平
野
　
英
男

山
田
　
重
雄

千
倉
　
淳
子

高
木
　
一
彦

三
木
　
千
明

諸
岡
　
賛
陛

猪
瀬
　
　
浩

議
決
結
果

議　　　　案　　　　等

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決財産の処分

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決学校施設整備基金条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決平成28年度一般会計補正予算（第７号）

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決平成28年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決平成28年度介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決平成28年度水道事業会計補正予算（第３号）

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決平成28年度温泉供給事業特別会計補正予算（第１号）

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を
定める条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決行政組織条例の一部を改正する条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決情報公開条例の一部を改正する条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

非常勤の一般職の職員の勤務条件等に関する条例の一部
を改正する条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の
制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条
例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

行政財産使用料条例の一部を改正する条例等の一部を改
正する条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決介護保険条例の一部を改正する条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決中小企業資金融資条例の一部を改正する条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決

電源立地地域対策交付金事業維持補修基金条例を廃止す
る条例の制定

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決東日本大震災復興基金条例を廃止する条例の制定

－○○○○○○●○○○●●○○●原案
可決平成29年度一般会計予算

－○○○○○○●○○○○○○○○原案
可決平成29年度国民健康保険事業特別会計予算

－○○○○○○●○○○○○○○○原案
可決平成29年度後期高齢者医療特別会計予算

－○○○○○○●○○○○○○○○原案
可決平成29年度介護保険事業特別会計予算

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決平成29年度水道事業会計予算

－○○○○○○○○○○○○○○○原案
可決平成29年度温泉供給事業特別会計予算

－●●●●●●○●●●○○●●○原案
不採択

効果的な税金利用及び市民への説明と情報公開の上、火
葬場計画を再検討する陳情
議長は、地方自治法の規定により、採決に加わりません。
議案名中の『富津市』及び、『～について』は省略表示しています。 ○＝原案賛成　●＝原案反対

※議案２９件、陳情１件の議決結果は次のとおりでした。

平成29年3月定例会の
議決結果
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代表質問

問
　
平
成
　
年
度
、
富
津
市
は
１
人
当

28

た
り
１
万
円
弱
、
国
保
税
の
引
き
下
げ

を
行
っ
た
。
今
後
は
平
成
　
年
度
か
ら

30

国
保
の
運
営
が
都
道
府
県
単
位
に
広
域

化
さ
れ
る
が
、
本
市
に
生
じ
る
影
響
は
。

市
長
　
広
域
化
で
県
が
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
な
り
、
市
町
村
ご
と
の
国
保

事
業
費
納
付
金
を
決
定
す
る
が
、
す
ぐ

に
は
県
内
　
市
町
村
の
国
保
税
は
統
一

54

さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

問
　
平
成
　
年
度
実
績
で
、
千
葉
県
内

27

　
市
町
村
中
、
１
人
当
た
り
基
金
保
有

54額
の
高
い
上
位
３
自
治
体
は
。
そ
し
て

富
津
市
は
ど
こ
に
位
置
し
て
い
る
か
。

健
福
部
長
　
上
位
か
ら
、
九
十
九
里
町

４
万
７
９
４
７
円
、
次
に
富
津
市
４
万

７
５
７
９
円
、
次
に
館
山
市
４
万
３
１

７
０
円
。

問
　
平
成
　
年
度
実
績
で
、
千
葉
県
内

27

　
市
町
村
中
、
１
人
当
た
り
医
療
費
の

54高
い
上
位
３
自
治
体
は
。
そ
し
て
富
津

市
は
ど
こ
に
位
置
し
て
い
る
か
。

健
福
部
長
　
上
位
か
ら
、
長
南
町
　
万
40

２
０
９
５
円
、
次
に
睦
沢
町
　
万
７
０

38

１
１
円
、
次
に
南
房
総
市
　
万
７
８
６

37

８
円
、
富
津
市
は
５
番
目
で
　
万
３
２

35

３
１
円
。

問
　
基
金
保
有
額
も
高
い
が
、
医
療
費

も
高
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
富

津
市
は
平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度

20

27

ま
で
比
較
す
る
と
、
医
療
費
が
１
人
当

た
り
　
万
円
近
く
伸
び
て
い
る
。
富
津

10

市
で
は
近
年
、
高
額
な
医
療
費
へ
の
対

応
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど
で

基
金
を
取
り
崩
し
た
か
。

健
福
部
長
　
平
成
　
年
度
に
医
療
費
の

22

伸
び
で
１
億
円
を
取
り
崩
す
。
平
成
　23

年
度
予
算
編
成
で
は
２
億
円
の
財
源
不

足
が
見
込
ま
れ
、
１
億
円
の
法
定
外
繰

り
入
れ
を
し
、
残
り
の
不
足
分
は
国
保

税
の
引
き
上
げ
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。

問
　
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
国

保
税
を
引
き
下
げ
税
負
担
の
軽
減
を
願

い
た
い
が
。

健
福
部
長
　
県
か
ら
今
後
示
さ
れ
る
標

準
保
険
税
率
、
ま
た
平
成
　
年
度
決
算

28

見
込
み
な
ど
を
考
慮
し
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
る
。

問
　
市
民
の
財
政
状
況
へ
の
不
安
は
依

然
と
し
て
根
強
い
。
そ
こ
で
市
長
の
考

え
る
行
財
政
改
革
の
進
む
べ
き
方
向
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

市
長
　
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
経
営
改
革
プ
ラ
ン
を
着

実
に
実
行
し
、
経
営
資
源
で
あ
る
、
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら

見
直
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
　
施
政
方
針
で
述
べ
て
い
る
「
ほ
か

の
自
治
体
に
負
け
な
い
底
力
・
知
っ
て

ほ
し
い
魅
力
」
と
は
何
か
。

市
長
　「
底
力
」と
は
住
民
力
。
地
場
産

業
の
力
。
雇
用
力
だ
と
考
え
る
。「
魅

力
」
は
、
都
心
か
ら
１
時
間
の
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
と
前
述
の
３
つ
の
底
力
を
兼

ね
備
え
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
を
あ
ら
ゆ

る
媒
体
に
よ
っ
て
発
信
し
、
相
互
交
流

で
き
れ
ば
富
津
市
の
良
さ
が
全
国
に
知

れ
渡
る
。

問
　
小
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
。

教
育
長
　
小
学
校
で
は
児
童
数
の
減
少

に
よ
り
複
式
学
級
が
開
設
さ
れ
て
い

る
。
平
成
　
年
に
は
学
年
０
人
や
１
学

３０

年
３
か
ら
４
人
の
学
校
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
の
で
複
式
学
級
の
解
消
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

中
学
校
で
は
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
部

活
動
の
選
択
肢
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

や
、
９
か
年
を
通
し
て
ク
ラ
ス
替
え
が

無
い
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
体
験
や
交

友
関
係
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら

教
育
条
件
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
再
配
置
計
画（
案
）を
策
定
し
た
。

問
　
仕
事
の
創
生
に
よ
る
住
民
の
所
得

向
上
は
、
地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
だ
。
国
の
提
供
す
る
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム（
R

E
S
A
S
）」を
活
用
す
べ
き
と
思
う
が

所
見
は
。

建
経
部
長
　「
R
E
S
A
S
」
は
、
国
や

民
間
企
業
が
有
す
る
地
域
経
済
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
集
め
見
え
る
化
す
る
シ
ス

テ
ム
と
認
識
し
て
い
る
。
産
業
・
地
域

経
済
循
環
・
観
光
分
野
の
マ
ッ
プ
を
活
用

す
る
こ
と
で
産
業
施
策
の
立
案
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
戦
略
に
も
効
果
が
期
待
で
き

る
の
で
利
用
の
促
進
と
実
践
的
な
活
用

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

平野　英男
議員

暮
ら
し
や
す
く

定
住
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
保守の会

渡辺　　務
議員

富
津
市
創
生
に
つ
い
て

保守の会

小中学校再配置計画（案）の
説明が市内の統合対象学区を
中心に行われている。

＊会派の代表として行う質問が代表質問になります。
　代表質問の時間内（質疑応答で１５０分）であれば、
　同じ会派の人が関連質問をすることができます。
＊紙面の都合上、名称を以下のように省略します。
　健福部長（健康福祉部長）　建経部長（建設経済部長）

国民健康保険１人当たり県内ベスト５
（H２７決算）
医 療 費

（円）
基金保有額

（円）　　

長 南 町
402,095

九十九里町
47,947第１位

睦 沢 町
387,011

富 津 市
47,579第２位

南房総市
377,868

館 山 市
43,170第３位

鋸 南 町
360,933

松 戸 市
43,020第４位

富 津 市
353,231

匝 瑳 市
38,911第５位
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代表質問＊紙面の都合上、名称を以下のように省略します。
　健福部長（健康福祉部長）

問
　
公
共
施
設
の
解
体
費
の
財
源
は
。

市
長
　
施
設
と
し
て
の
使
命
が
終
了
し

た
も
の
は
、
施
設
の
管
理
上
の
面
や
借

地
返
還
に
よ
る
将
来
負
担
の
軽
減
の
観

点
か
ら
、
計
画
的
に
解
体
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
旧
消
防

本
部
庁
舎
、
旧
消
防
富
津
出
張
所
等
を

解
体
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
　
年
２９

度
は
旧
天
羽
行
政
セ
ン
タ
ー
等
の
解
体

を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
財
源
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
金
利
水
準
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
地
方
債
の
活

用
を
考
え
て
い
る
。

問
　
平
成
　
年
度
天
羽
行
政
セ
ン
タ
ー

２９

以
降
の
除
却
予
定
は
。

総
務
部
長
　
今
後
、
解
体
を
予
定
し
て

い
る
施
設
は
、
平
成
　
年
度
に
旧
市
役

３０

所
第
２
庁
舎
、
平
成
　
年
度
に
旧
社
会

３１

体
育
館
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
今
後
の
除
却
に
つ
い
て
起
債
で
は
な

く
、
一
般
財
源
で
取
り
組
む
考
え
は
。

総
務
部
長
　
起
債
全
体
の
発
行
額
の
抑

制
に
は
、
今
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
な
の
で
、
予
算
執
行
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
解
体
費
用
を
一
般
財
源
で
賄

う
こ
と
も
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
平
成
　
年
度
予
算
に
つ
い
て
。

２９

市
長
　
平
成
　
年
度
予
算
の
核
と
な
る

２９

ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
は
、
ま
ず
、
ひ
と

の
創
生
と
し
て
、
第
３
子
以
降
の
保
育

料
無
料
化
や
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
、
子
育
て
の
話
何
で
も
聴
き
ま
す
窓

口
の
新
設
、
放
課
後
学
習
教
室
の
試
行

な
ど
、
少
子
化
対
策
か
ら
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
、
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

教
育
環
境
に
係
る
も
の
。

　
ま
ち
の
創
生
で
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
市
内
公
共
交
通
網
計
画
策
定
。

　
し
ご
と
の
創
生
で
は
、
市
内
の
起
業

を
促
進
す
る
た
め
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
な
ど
、
ま
た
今
後
の
市
政
運
営

の
礎
と
な
る
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
。 福原　敏夫

議員解体予定の旧天羽行政センター

問
　
施
政
方
針
に
示
さ
れ
た
「
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
日
本
一
」
実
現
の
た
め

の
具
体
策
と
は
。

市
長
　
子
育
て
世
帯
の
支
援
と
合
わ

せ
、
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
学
校
教

育
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
念
頭
に
、
特

に
、
子
育
て
の
不
安
解
消
の
取
り
組
み

と
し
て
、
病
後
児
保
育
、
延
長
保
育
、

一
時
保
育
、
休
日
保
育
な
ど
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
と
合
わ
せ
、

「
子
育
て
の
話
何
で
も
聴
き
ま
す
窓
口
」

を
開
設
し
、
子
育
て
世
帯
保
護
者
の
孤

独
感
解
消
に
取
り
組
む
。　
ま
た
、
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
策
と
し

て
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
や
、

路
線
バ
ス
通
学
児
童
へ
の
定
期
券
購
入

費
補
助
を
図
る
。

教
育
長
　
学
校
教
育
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
子
供
た
ち
が
一
定
規
模
の
集

団
の
中
で
活
動
す
る
こ
と
、
そ
の
中
で

子
供
た
ち
が
生
き
る
力
を
育
む
学
校
教

育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
度
を
目
途
に

３２

小
中
学
校
の
再
配
置
計
画
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

問
　
子
育
て
支
援
の
具
体
策
の
う
ち
、

電
子
母
子
手
帳
に
つ
い
て
詳
細
を
問
う
。

健
福
部
長
　
電
子
母
子
手
帳
は
妊
婦
と

乳
幼
児
の
健
康
記
録
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
対
応
す
る
端
末
を
使
用
し
電
子

デ
ー
タ
に
よ
り
管
理
す
る
も
の
で
、
日

本
語
以
外
に
も
英
語
等
多
言
語
対
応
が

可
能
で
あ
る
。

問
　
安
心
し
て
暮
ら
す
と
の
観
点
に
関

連
し
、
当
市
の
国
保
運
用
状
況
は
良
好

で
基
金
も
十
分
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

保
険
税
の
値
下
げ
の
考
え
は
な
い
の
か
。

市
長
　
当
市
の
保
険
税
に
つ
い
て
市
民

の
皆
さ
ん
が
負
担
感
を
お
持
ち
と
は
思

う
が
、
平
成
　
年
度
か
ら
都
道
府
県
主

３０

体
の
財
政
運
営
、
い
わ
ゆ
る
広
域
化
に

移
行
す
る
上
で
、
県
か
ら
広
域
化
後
の

標
準
保
険
料
率
の
提
示
や
　
年
度
決
算

２８

見
込
み
額
な
ど
を
踏
ま
え
考
慮
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ

う
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

三木　千明
議員新設された「子育ての話何でも聴きます窓口」

公
共
施
設
の
解
体
、

平
成
　
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

２９

自由民主賢政会

平
成
　
年
度
施
政
方
針
に
基
づ
く

２９

取
り
組
み
等
に
つ
い
て

自由民主賢政会
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◆個人質問

問
　
本
年
度
の
捕
獲
状
況
と
取
組
結
果

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
　
月
末
現
在
で
イ
ノ
シ
シ
２
４

１２

６
４
頭
、
シ
カ
２
３
７
頭
、
サ
ル
　
頭
、

７２

ア
ラ
イ
グ
マ
２
３
０
頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン

　
頭
で
あ
る
。
今
年
度
の
防
護
柵
の
設

９２置
状
況
だ
が
、
新
規
に
電
気
柵
や
メ
ッ

シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
を
　
カ
所
、
３
万
１
６

６４

７
９
ｍ
設
置
し
て
い
る
。
併
せ
て
捕
獲

檻
を
新
た
に
　
基
導
入
し
た
。

１２

問
　
設
置
管
理
の
方
法
な
ど
の
説
明
会

や
講
習
会
な
ど
を
開
い
て
い
た
だ
け
る

か
。

建
経
部
長
　
特
に
電
気
柵
の
場
合
は
既

定
の
電
圧
を
維
持
し
な
い
と
、
効
果
が

表
れ
な
く
な
る
の
で
漏
電
防
止
の
た
め

の
こ
ま
め
な
除
草
な
ど
、
設
置
後
に
適

切
な
維
持
管
理
が
必
要
に
な
る
。
さ
ら

に
、
人
に
対
す
る
危
険
防
止
の
た
め
、

電
気
事
業
法
で
設
置
方
法
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
内
容
を
網
羅

し
た
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
の
研

修
会
を
去
る
２
月
７
日
に
大
佐
和
地
区

の
区
役
員
を
対
象
と
し
、
実
施
し
た
。

今
後
も
他
地
区
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う

な
研
修
会
等
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
現
在
、
捕
獲
し
た
個
体
の
大
半

は
埋
設
に
よ
り
処
分
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
か
ね
て
よ
り
捕
獲
従
事

者
か
ら
処
理
施
設
設
置
の
要
望
が
あ

り
、
市
と
し
て
も
県
内
　
市
町
村
で
構

２０

成
す
る
千
葉
県
中
南
部
地
域
市
町
村
野

生
鳥
獣
対
策
会
議
で
広
域
へ
の
処
理
施

設
の
建
設
に
つ
い
て
、
千
葉
県
へ
継
続

し
て
要
望
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
進
展
が
見
ら
れ
な
い
状
況
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年
末

南
房
総
市
で
民
間
事
業
者
が
イ
ノ
シ
シ

等
の
処
分
施
設
の
実
証
実
験
を
し
て
い

る
と
の
情
報
を
得
て
、
現
地
視
察
を
行

な
っ
た
。
当
市
に
お
い
て
も
、
処
分
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
中
で
、
民

間
事
業
者
と
協
力
し
て
処
理
施
設
の
実

証
実
験
を
実
施
に
向
け
て
調
整
中
。 諸岡　賛陛

議員

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

問
　
小
中
学
校
再
配
置
計
画
で
の
、
保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、「
賛
成
」

が
少
な
か
っ
た
天
羽
東
中
と
金
谷
小
へ

の
対
応
は
。

教
育
長
　
Ｑ
＆
Ａ
を
策
定
し
、
意
見
・

質
問
へ
の
教
育
委
員
会
の
提
案
を
し
、

理
解
を
深
め
た
い
。

問
　
金
谷
小
を
分
校
と
し
残
す
考
え
は
。

教
育
長
　
湊
小
に
通
う
の
は
可
能
。
不

安
を
抱
い
て
い
る
方
々
が
多
く
い
る
こ

と
も
認
識
し
て
い
る
。
丁
寧
に
説
明
を

し
な
が
ら
理
解
を
得
た
い
。

問
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
護
者
、
地
域
の
説
明

会
で
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た

の
か
。

教
育
長
　「
児
童
生
徒
が
少
な
く
な
る

た
め
再
配
置
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
」
と
い
う
声
が
あ
る
反
面
、

「
再
配
置
計
画
へ
の
理
解
に
は
時
間
が

必
要
で
あ
る
」「
学
校
が
無
く
な
る
こ
と

へ
の
不
安
」「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
登

下
校
に
は
条
件
整
備
が
必
要
で
あ
る
」

な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

問
　
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
に

も
、
も
う
一
度
説
明
会
を
行
っ
て
ほ
し

い
が
。

教
育
部
長
　
検
討
を
す
る
。

問
　
市
民
団
体
は
佐
久
間
市
長
に
、
浅

間
山
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
問
題
で
、
今
ま
で

の
バ
ス
停
を
存
続
し
て
ほ
し
い
、
浅
間

山
駐
車
場
ま
で
の
公
共
交
通
を
確
保
し

て
ほ
し
い
な
ど
、
何
度
も
要
請
を
行
っ

て
き
た
。
昨
年
４
月
、
佐
久
間
市
長
か

ら
「
平
成
　
年
度
に
実
態
調
査
を
実
施

２８

予
定
な
の
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
年
度
中

に
地
域
に
あ
っ
た
適
切
な
公
共
交
通
環

境
の
確
立
に
向
け
て
、
方
策
を
練
っ
て

い
き
た
い
」と
文
書
で
回
答
を
受
け
た
。

な
ぜ
遅
く
な
っ
た
の
か
。

総
務
部
長
　
交
通
量
調
査
は
　
年
度
に

２８

予
定
し
て
い
た
が
、　
年
度
に
公
共
交

２９

網
形
成
計
画
を
策
定
す
る
の
で
、
そ
の

中
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問
　
上
総
湊
、
竹
岡
バ
ス
停
の
存
続
問

題
は
、
バ
ス
事
業
者
と
ど
こ
ま
で
交
渉

が
進
ん
で
い
る
の
か
。

市
長
　
今
、
検
討
を
し
て
い
る
。 松原　和江

議員

学
校
再
配
置
計
画

竹
岡
・
上
総
湊
駅
バ
ス
停
存
続

市民団体が行った竹岡・上総湊駅東京行き
高速バス利用者のアンケート結果

（２０１５年１２月２日～９日実施）

＊紙面の都合上、名称を以下のように省略します。
　建経部長（建設経済部長）

捕獲された２頭のイノシシ
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◆個人質問＊紙面の都合上、名称を以下のように省略します。
　建経部長（建設経済部長）

問
　
富
津
市
職
員
人
材
育
成
基
本
方

針
・
行
動
計
画
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
と

思
う
が
、
タ
フ
ネ
ゴ
シ
エ
ー
タ
ー
の
育

成
を
考
え
て
ほ
し
い
。
市
民
を
丸
め
込

も
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
市

の
意
向
を
市
民
に
し
っ
か
り
伝
え
、
市

民
の
話
に
耳
を
傾
け
る
。
そ
の
上
で
、

様
々
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
最
適

だ
と
思
う
計
画
を
練
り
上
げ
、
市
民
に

納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
交
渉
が
で

き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

市
長
　
市
民
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
等

に
限
ら
ず
、
市
民
目
線
に
立
っ
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

人
材
育
成
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
。

問
　
施
政
方
針
で
掲
げ
る
「
市
民
の
皆

さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
次
世
代
に
バ
ト

ン
を
渡
せ
る
富
津
市
づ
く
り
」
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
市
民
と
の
意
見
交
換

は
欠
か
し
て
は
な
ら
な
い
必
須
事
項
だ

と
考
え
る
。
そ
ん
な
中
、
あ
る
程
度
計

画
が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
等
で
市
民
の
意
見
を
求
め
て

も
対
応
は
難
し
い
と
思
う
の
で
、
例
え

ば
平
成
　
年
度
に
策
定
予
定
の
総
合
計

２９

画
に
お
い
て
、
変
更
が
容
易
な
計
画
策

定
の
初
期
の
段
階
で
、
市
民
と
意
見
交

換
を
行
う
気
は
あ
る
か
。

市
長
　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

取
り
入
れ
る
時
期
や
手
法
に
つ
い
て

は
、
仰
る
こ
と
も
含
め
て
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
　
富
津
市
が
市
民
の
声
を
聞
く
気
が

な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
市
民
が
富

津
市
に
愛
着
を
持
て
な
い
原
因
で
あ
る

と
考
え
る
。
現
状
の
富
津
市
は
事
業
計

画
を
立
て
る
際
に
、
市
民
に
「
ア
テ
ン

シ
ョ
ン
」
や
「
イ
ン
タ
レ
ス
ト
」、
そ

し
て
「
デ
ザ
イ
ア
」
を
打
ち
出
す
こ
と

が
弱
く
、
そ
の
結
果
、
事
業
を
実
施
し

て
も
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
や
「
サ
テ
ィ
ス

フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
」
が
得
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
に
感
じ
る
が
、
改
善
は
。

総
務
部
長
　
今
後
と
も
市
の
施
策
を
し

っ
か
り
と
市
民
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

意
見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

猪瀬　　浩
議員

事
業
策
定
に
お
け
る

市
民
と
の
対
話
に
つ
い
て

AIDAS（アイダス）の法則

問
　
空
き
家
の
相
談
窓
口
は
、
ど
こ

か
。
ま
た
相
談
件
数
の
累
計
は
。
そ
し

て
、
そ
の
相
談
内
容
は
。

建
経
部
長
　
利
活
用
で
き
る
空
き
家
は
、

総
務
部
企
画
課
。
破
損
や
飛
散
な
ど
で

周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
（
管

理
不
全
空
き
家
）
に
つ
い
て
は
、
建
設
経

済
部
都
市
政
策
課
。
相
談
件
数
は
、
平

成
　
年
度
か
ら
現
在
ま
で
　
件
。
主
な

２３

７１

内
容
は
、
強
風
時
に
外
壁
や
屋
根
材
の

落
下
、
飛
散
に
よ
り
周
囲
への
悪
影
響
。

問
　
現
在
の
市
内
の
空
き
家
軒
数
は
。

建
経
部
長
　
平
成
　
年
調
査
で
、
住
宅

２５

総
数
２
万
　
軒
。
空
き
家
が
３
７
４
０

６０

軒
、
そ
の
内
、
管
理
不
全
空
き
家
は
１

０
８
０
軒
。

問
　
空
き
家
対
策
と
し
て
効
果
が
期
待

さ
れ
る「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
」

の
改
正
案
と
は
。

市
長
　
国
で
は
単
身
高
齢
者
に
つ
い
て
、

今
後
　
年
間
で
１
０
０
万
世
帯
の
増
加

１０

が
見
込
ま
れ
、
住
宅
の
確
保
を
可
能
と

す
る
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能

の
増
加
が
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
空
き
家
等
が
多
く
存
在
し
、
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
有
効
活
用
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
２
つ
の
問
題

を
解
消
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
今
回
の

改
正
案
。
賃
貸
人
が
高
齢
者
の
入
居
を

こ
ば
ま
な
い
住
宅
を
登
録
す
る
制
度
を

創
設
す
る
。
委
託
さ
れ
た
法
人
が
登
録

住
宅
の
情
報
提
供
や
入
居
相
談
や
援
助

な
ど
を
行
う
。

問
　
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
市
内
の
若

手
の
大
工
さ
ん
の
活
躍
で
「
富
津
ス
タ

イ
ル
」
と
言
う
べ
き
住
宅
を
造
っ
た
ら

ど
う
か
。

建
経
部
長
　
こ
の
制
度
を
賃
貸
人
に
徹

底
し
、
ま
た
、
在
来
工
法
の
大
工
さ
ん

の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

問
　
空
き
家
を
持
っ
て
い
る
方
、
ま
た
、

建
設
業
者
の
方
に
、
こ
の
制
度
を
普
及

し
、
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

建
経
部
長
　
こ
の
告
知
に
つ
い
て
は
、「
千

葉
県
あ
ん
し
ん
賃
貸
支
援
事
業
」
を
県

が
実
施
。
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
も

一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
も
知
ら
せ
た
い
。 藤川　正美

議員

「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
」

改
正
案
の
活
用
を
！

市内の空き家２,６６０軒の有効活用のためにも
「住宅セーフティーネット法」の活用を。

Attention（注目）での施策
　こんな事業を行うと市民の注意を引く

Interest（関心）での施策
　市民に事業の中身に興味を持ってもらう

Desire（欲求）での施策
　市民にその事業の実現を欲してもらう

Action（行動）での施策
　市民にその事業を実際に利用してもらう

Satisfaction（満足）での施策
　市民にその事業の利用を満足してもらう
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◆個人質問
＊個人質問の時間は、質疑・答弁を含め１時間以内です。紙面の都合
で僅かしか掲載できませんので、ぜひ議会傍聴にお越し下さい。
　時間の都合のつかない方は、市役所１階の「行政資料コーナー」の
会議録を、またはホームページ内で詳細をご覧下さい。

問
　
現
富
津
聖
苑
が
出
来
る
に
あ
た
り

行
わ
れ
た
本
郷
区
と
の
話
し
合
い
は
。

市
民
部
長
　
１
回
目
は
昭
和
　
年
　
月

５６

１０

に
当
時
の
助
役
、
担
当
部
長
、
課
長
出

席
の
も
と
、
報
告
を
行
っ
た
。　
月
に

１１

は
建
設
用
地
の
視
察
、
昭
和
　
年
１
月

５７

に
は
君
津
市
と
の
協
議
結
果
の
説
明
会

を
開
い
た
。
そ
の
後
、
昭
和
　
年
６

５７

月
、
８
月
、
昭
和
　
年
８
月
、
昭
和
　

５８

６０

年
　
月
に
も
、
区
民
の
皆
様
に
対
し
、

１２
説
明
に
伺
っ
て
い
る
。
昭
和
　
年
３
月

６２

の
本
郷
区
総
会
に
お
い
て
、
火
葬
場
の

改
築
に
理
解
を
頂
い
た
。

問
　
で
は
、
今
回
の
移
転
計
画
に
な
る

ま
で
、
本
郷
区
と
行
わ
れ
た
話
し
合
い

は
。

市
民
部
長
　
平
成
　
年
５
月
、
当
時
の

２２

本
郷
区
長
宅
に
担
当
課
長
が
伺
っ
た
。

平
成
　
年
２
月
　
日
市
長
出
席
の
も

２５

１６

と
、
区
民
の
皆
様
に
第
１
回
目
の
説
明

会
を
開
催
さ
せ
て
頂
い
た
。
第
２
回
目

の
地
元
説
明
会
を
平
成
　
年
２
月
９
日

２６

に
、
君
津
市
同
席
の
も
と
行
い
、
さ
ら

に
本
郷
区
で
組
織
す
る
富
津
聖
苑
問
題

検
討
委
員
会
に
対
し
、
平
成
　
年
８
月

２６

９
日
に
、
両
市
副
市
長
出
席
の
も
と
、

実
施
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
期
間
延
長
の

了
承
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

問
　
本
郷
区
の
契
約
が
　
年
で
新
火
葬

３０

場
が
操
業
す
る
　
年
ま
で
の
間
の
話
し

３３

合
い
は
。

市
民
部
長
　
２
月
　
日
及
び
３
月
５
日

19

に
開
催
し
、
現
在
、
協
議
を
進
め
て
い

る
。

問
　
　
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、　
％
以

１１

９０

上
の
市
民
が
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
に
対
し
て
こ
れ
か
ら
の
市
民
説
明
等

を
ど
の
よ
う
に
開
い
て
い
く
か
。

市
民
部
長
　
市
民
の
皆
様
へ
の
情
報
提

供
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。　
今
後
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
情
報
の
提
供
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
、
回

覧
、
ま
た
、
区
長
会
議
等
で
説
明
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 千倉　淳子

議員

「
新
火
葬
場
建
設
の
経
緯
と

住
民
説
明
に
つ
い
て
」

問
　
小
・
中
学
校
再
配
置
計
画
に
つ
い

て
、
今
ま
で
の
経
緯
と
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
、
環
境
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
経
緯
に
つ
い
て
は
平
成
　
年
１６

の
富
津
市
小
中
学
校
統
廃
合
検
討
委
員

会
で
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、

平
成
　
年
に
は
富
津
市
小
中
学
校
統
廃

１９

合
検
討
懇
談
会
を
開
催
し
提
言
書
を
ま

と
め
た
。
そ
の
提
言
書
を
受
け
、
平
成

　
年
に
富
津
市
小
・
中
学
校
再
配
置
構

２１想
を
公
表
し
、
こ
の
構
想
に
基
づ
き
環

小
、
関
豊
小
の
統
合
を
行
い
、
そ
の
後

の
児
童
数
の
減
少
な
ど
か
ら
教
育
環
境

の
改
善
が
急
務
と
考
え
再
配
置
計
画

（
案
）を
策
定
し
た
。
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
し
て

い
く
中
で
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に

応
じ
た
体
験
や
交
友
関
係
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
考
慮
し
、
小
学
校
は

複
式
学
級
の
解
消
、
中
学
校
は
１
学
年

２
学
級
の
維
持
が
目
安
だ
が
、
学
区
や

交
通
事
情
に
考
慮
し
判
断
し
て
い
く
。

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
台
数
、
運
行
プ
ラ
ン
、
道
路
の
拡

張
に
つ
い
て
は
保
護
者
・
住
民
の
皆
さ

ん
と
協
議
し
て
早
期
事
業
化
に
向
け
て

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
施
政
方
針
の「
ひ
と
の
創
生
」、「
ま

ち
の
創
生
」、「
し
ご
と
の
創
生
」
に
つ

い
て
具
体
的
に
伺
う
。

市
長
　
人
の
創
生
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
は
不
妊
治
療
助
成
制
度
の
導
入
、
子

育
て
の
話
何
で
も
聴
き
ま
す
窓
口
の
開

設
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
、

母
子
手
帳
の
電
子
化
な
ど
を
進
め
、
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
日
本
一
の
実
現
に

向
け
努
力
し
て
い
く
。
ま
ち
の
創
生
に

つ
い
て
、
第
１
に
住
民
力
、
第
２
に
地

場
産
業
の
力
、
第
３
に
雇
用
力
を
考

え
、
生
活
利
便
性
の
維
持
向
上
や
相
互

に
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
く
。
し
ご
と
の
創
生
に
つ
い
て
、
先

程
の
３
つ
の
力
に
加
え
魅
力
的
な
観
光

資
源
が
富
津
市
に
は
あ
る
の
で
活
用
し

て
い
く
。

高木　一彦
議員

小
・
中
学
校
再
配
置
計
画
と

施
政
方
針
に
つ
い
て

市民に問うた「火葬場に関するアンケート」

改築予定の天羽中学校
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６
月
定
例
会
日
程

6
月
6
日
（
火
）　
時
 

開
 会

10

 

議
案
の
上
程

　
　
　
日
（
月
）
9
時
　
分
 

一
般
質
問

12

30

　
　
　
日
（
火
）
9
時
　
分
 

一
般
質
問

13

30

　
　
　
日
（
水
）　
時
 

議
案
質
疑

14

10

　
　
　
日
（
木
） 

予
備
日

15

　
　
　
日
（
金
） 

常
任
委
員
会

16

　
　
　
日
（
月
） 

常
任
委
員
会

19

　
　
　
日
（
金
）　
時
 

委
員
長
報
告

23

10

 

議
案
審
議

 

閉
 会

※
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
議
会
事
務
局
（
　
・
１
３
３
１
）
へ

80

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
編
集
後
記
】

　
高
橋
市
長
か
ら
「
ま
ち
の
創
生
」、「
ひ
と

の
創
生
」、「
し
ご
と
の
創
生
」
と
い
う
３
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
重
点
を
お
い
た
施
政
方
針

の
発
表
が
あ
り
、
新
体
制
で
の
予
算
も
成
立

し
ま
し
た
。
こ
の
４
月
か
ら
が
新
体
制
で
の

本
当
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
市
長
の
か

か
げ
る
「
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て

次
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
富
津
市
づ
く

り
」
が
ど
ん
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
か
楽
し

み
で
す
ね
。
こ
の
議
会
だ
よ
り
も
、
よ
り
読

み
や
す
い
文
章
を
と
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
と
い
う
声
も
お
聞
き
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
か
ず
ひ
こ
）

ぜ
ひ
、
議
会
傍
聴
に
！

総務産業常任委員会
平成２８年１１月８日（火）～９日（水）
参 加 者　　委 員 長　　平野　英男
　　　　　　副委員長　　諸岡　賛陛
　　　　　　委　　員　　平野　明彦　　永井庄一郎　　藤川　正美
　　　　　　　　　　　　石井　志郎　　三木　千明　　猪瀬　　浩
視察場所
　宮城県石巻市（スマートコミュニティの取組みについて）
　宮城県名取市（６次産業化における「アタラタ」の取組みについて）
視察目的
　石巻市は、東日本大震災最大の被災地であり再生可能エネルギーを活用した「低炭素なエコタウン」と、災害時に
「灯りと情報が途切れない安全・安心なまちづくり」に取り組んでいる。有事の際に災害拠点となる公共施設にエネ
ルギー設備を整備する具体例から、富津市の今後の取り組みを考える。
　アタラタは「東北ロクプロジェクト」の中核施設。震災からの復興をめざし、雇用の創出、第一次産業の支援、防
災意識の啓発といったコンセプトを形にするため行政の補助金などを受けない民間初の大型復興関連事業である。
大きな三つのコンセプトをもとに富津市の６次産業化の取り組みを考える。
富津市の課題
　富津市には太陽光発電設備等の再生可能エネルギーを活用した取組みは、まだ十分に進んでいない状況です。有
事の際にどのようなことが必要になっていくのか、「安心・安全なまちづくり」を推進していく中で災害に強いまち
づくりの観点からも検討していく必要があると思われる。
　また、富津市は南北に広く、６次産業化について地元意識の改善、一次産業の産品のブランドイメージの向上、地
域の人々の連携を上手く結び付ける仕組み作りが必要。防災、福祉の観点からも色々な仕組み作りを進める中で、横
の連携が非常に重要になっており、柔軟な発想が求められている。

教育福祉常任委員会
平成２８年１０月１２日（水）～１３日（木）
参 加 者　　委 員 長　　渡辺　　務
　　　　　　副委員長　　高木　一彦
　　　　　　委　　員　　福原　敏夫　　鈴木　幹夫　　岩本　　朗
　　　　　　　　　　　　松原　和江　　山田　重雄　　千倉　淳子
視察場所
　京都府京丹後市（高齢化地域における有償運送について「ささえあい交通」）
　京都府城陽市　（城陽環境パートナーシップ会議について）
視察目的
　京丹後市は、交通弱者と観光客を対象に地元のボランティアドライバーと自家用車を活用し、移動したい人とドラ
イバーをUberというスマートフォンアプリを介してマッチングする事業に取り組んでいる。富津市の現状とつなが
る点も多く、今後の公共交通の総合ビジョン、課題を考える。
　城陽市では「環境づくりの主役は私たち一人ひとりです。」をテーマに市・市民・市民団体・事業者などが協働し
て、より良い環境づくりに取り組んでいる。富津市の環境問題もこの体制での取り組みが応用できるか考える。
富津市の課題
　交通弱者問題は、富津市の方が深刻であるにも関わらず、行政としてはほぼ手つかずの状態。京丹後市の事例は、
当市にもつながる点は多く、出来るところから早急に実行していかなくてはならないと強く感じた。
　市民、団体、行政との協働という観点からみると、富津市でも表向きは実行しているようにみえるが、まだまだ市
民と行政との間に隔たりを感じる。目的、ビジョンのない中で市民の意見を集めて、資料を作成したとしても既成事
実を作っているだけにみえてしまう。
　環境をより良くするというテーマは市民も参加しやすく既に活動している諸団体もありますので行政側が一歩市
民側に歩み寄り、しっかりとビジョンを示したうえで市民と共に活動できる体制づくりが必要であると強く感じた。


